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ファミリー18 と 19 に分類され、さらに、少なくとも4つクラスに分類される。クラスト Eと








テンションPc R法により行った。この方法により、 I. 6kb のDNA 断片がクローニングされた。
このD N A断片は約lkb のコーディング領域、約350bp の5側の隣接配列と 304bp の3’側の隣
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接配列からなり、コーディング領域は 124bp のイントロンを聞に挟み、 2つのエキソンで構成さ

























ンパク質の構造からファミリー18 （クラス II I, V）とファミリー19 （クラス I, I I, IV）に分類さ







第一章では、病原菌に対し溶菌活性を有するファミリー19 のクラス IV のヤマイモキチナーゼ

















第三章では、第一章で明らかになった C末端側に存在する8個の Extension 配列の細胞内局在
性についての役割を、遺伝子組換えタバコを用いて調べた。方法はアグロバクテリウムによる遺
伝子導入法を用いて、問題の C末端Extension 配列を有するものと欠損したヤマイモキチナーゼ
遺伝子をタバコに導入した。遺伝子組換えタバコの培養細胞と植物体の葉を用いて、ヤマイモキ
チナーゼの細胞局在性を調べた結果、 C末端Extension 配列は細胞内局在化の役割を持つこと（お
そらく液胞輸送シグナル）を明らかにした。すなわち、本ヤマイモクラス IVキチナーゼは細胞内
局在性のクラス IVキチナーゼであることを明らかにした。
以上、研究成果として、細胞内局在性のクラス IVキチナーゼの存在をはじめて明らかにしたこ
と、さらに、植物病原菌に対する非常に適した生体防御キチナーゼであることを示したことであ
る。したがって、本酵素及び遺伝子は、病原菌耐性の遺伝子組換え植物の作成やバイオ農薬とし
て、本酵素の農業への応用が期待される。
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